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論文内容の要旨 
 

 本申請論文は、土壁構法である「版築」そして申請者が定義する「団子積み」「練り土積み」に

ついて、実際に建設された土壁の建築の実施検証を通して、計画、設計、施工方法を記録し、土

壁の意匠性、土壁建築の性能に至る一連の過程を考察することによって今後の普及を示唆する応

用活用のための研究である。本論文は、伝統的な土壁を環境に適した新たな建築素材として捉え

直し、1）蓄熱体として利用、2）高い技術を必要としない構法、3）文化的背景のある美的な意匠

性、4）現存する土壁によって実証されている耐久性の高さ、といった利点に着目し論述している。 

 本論文の構成は、第5章からなり、以下に各章の概要を記載する。 

 第1章では、研究の背景と目的、研究の方法と問題意識を提示し、既往研究に触れ、本論文の構

成を述べている。また、本論文で取り上げる「版築」、「練り土積み」、「団子積み」の他にも様々

な土壁構法があることを確認し、実際に訪ねた土壁事例と特徴を纏めている。 

 第2章は、2001年5月から2002年3月にかけて、4畳半程度の版築造の実験棟「版築造実験居室」

(2002)の設計とセルフビルドによる版築の検証実験を行い、版築テストピースによる配合と強度、

建設にかかる日数、人数、施工費、さらにはセルフビルドで版築をつくることのメリットとデメ

リットについて検討し、版築の施工方法、設計上の知見を論述している。さらに、2004～2013年

にかけて、本研究で得られた一連の知見を基に、自ら計画、設計、施工を行った版築を用いた建

築作品「H邸」(2004)、「清水ヶ丘の家」(2005)、「セトレマリーナびわ湖」(2013)、そして、他17

の版築事例の計画、設計、施工について検討することによって、土壁の一般普及状況と今後の課

題に関して述べている。 

 第3章では、「団子積み」と「練り土積み」に焦点を当て、２つの構法もしくは、両構法を用い

た3つのプロジェクトの「公園灰屋」における「団子積み」、「藁葺き泥小屋」における「練り土積

み」、「かまど」における「団子積み」と「練り土積み」の混合した構法の実施検証の実験を行い、

計画と概要、材料、道具、施工要領をまとめ、工程、施工日数、人数等を比較、考察し、「団子

積み」と「練り土積み」の施工特性、施工方法、設計上の知見を論述している。さらには、版築

との構法比較や構法の類似性、土壁構法の相関関係を明確化させ図示している。 
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 第4章では、版築におけるパッシブデザインの性能検討を行い、2章で取り上げた版築造実験居

室を用いて、版築の熱容量を実際に測定し、シミュレーションとの相違を確認している。応用研

究として、実施されたホテルセトレマリーナびわ湖の設計段階で、数値シミュレーションを用い

ながら、客室界壁に用いられる版築の蓄熱効果を調べ、客室の構成素材や使い方による冷房負荷

比較、効率のよい外気導入の実現のための開口部の位置の性能検討を行い、建築デザインを決定

している。さらに、ホテル開業後の追跡調査も行い、省エネ効果に加えて風の冷却効果や蓄冷を

実測し、予測した性能との比較分析を行っている。加えて、宿泊者の自然志向の快適欲求に応え

るため冷暖房の使用や外気導入のアンケート調査から課題を示している。 

 終章の第 5 章は、各土壁の構法の実施された検証の実験研究で得た知見の総括として、各章の

まとめと「版築」、「団子積み」、「練り土積」の土壁の建築設計要素としての意匠性、各土壁構法

の施工速度を明確にし、施工時に土に混ぜる水量と平均乾燥期間の関係を明らかにしている。そ

れぞれの構法の違いと相互の関係性を明確に示し、本研究の結論としている。また今後の研究継

続の課題を提示している。 

 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 土は、古代から先人達の知恵が蓄積された伝統建築材料である。しかし本論文の申請者が、左

官職人の口語に基づき「団子積み」、「練り土積み」と定義するように、職人の経験に基づき伝承

されてきているのみであり、これまで学術的な視点からの土壁の研究は極めて少ない。近代建築

以降、建築材料は、鉄、コンクリート、ガラスの近代建築素材の拡大発展に伴い、建築素材とし

ての土は、忘れ去られたものである。 

 論文申請者は、今日の低炭素社会へのシフト、シックハウス問題や自然志向の快適欲求に対し、

これまで継続されてきた伝統建築に見られる土壁の文化背景と美的意匠を基に、自然の土を新た

な環境的建築材料として着目している。申請者は一級建築士の建築家であり、これまで設計者と

しての実践的な立場から、計画、設計、施工の実施された土壁の建築の経験的知見と検証実験か

ら考察し、意匠設計者の立場から論述を行い、一連の工程を示すとともに、その有用性を例証し

ている。 

 多くの新知見に富むが、以下の４点が特に評価すべきであると考えられる。第１に、多くの実

際の実施設計及び建設における検証から生きたデータとしての知見を纏め、土壁の建築の伝統構

法の一端を解明している。第２に、建築素材としての土の文化的背景に伴う建築意匠に連動する

美意識の具体的な現代視点での再考と再認識を提示している。第３に、エネルギー消費の低い環

境建築の設計は現代建築の課題であり、身近で安価な素材である土による、環境建築への具体的

なモデル提案を実際の建築として示し、今後の応用デザインとして一般建築への応用性を提示し

ている。第４に、土の建築素材性能として、デザイン性の柔軟さ、熱、強度の総合的な知見から

素材特性の実態を明らかにしている。 

 上記のように、検証を踏まえた画期的業績であり、且つ十分に新知見もあり、建築の設計上の

示唆に富んでいる。建築設計学の意匠上評価できる。 

 本論文は、学位論文として十分な学術的価値と内容を備えるものと認められる。 
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なお、本論文の基礎となった論文は、申請者を筆頭著者とする下記の発表済みの３編 、１）の
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